

























































































































































































































































































































































































































































































初の遺伝子操作- クローンヤギ 来 月にも誕
生 :畜産試験場
農水産省畜産試験場 (茨城県茎崎町)は12日､遺
伝子の一部を組み換えた体細胞クローンヤギの妊娠
に成功したと発表した｡
回内では既に体細胞クローン牛が誕生 している
が､ヤギの妊娠は初めて｡順調にいけば8月上旬に
も誕生する見込みで､生まれれば遺伝子を操作した
国内初のクローン動物となる｡
遺伝子組み換え体細胞クローンは､医薬品など人
間に有用なタンパク質を動物に生産させる ｢動物工
場｣にもつながる技術｡米､英などで既に誕生させ
ることに成功 しており､同試験場は ｢将来､医療に
役立つクローン動物をつくるのに必要な､基礎的な
技術を確認できた｣としている｡
発表によると､組み込んだのは成長ホルモンの分
泌を抑制する遺伝子｡生後6カ月の雄のヤギから､
ホルモンの分泌などをつかさどる脳下垂体の細胞を
取り出し､遺伝子を組み込んだ｡組み込みが確認で
きた12個の細胞の核を別のヤギの卵子に移植､受精
卵と同じ状態にして､うち2個を1匹の代理母ヤギ
に戻した結果､1つが着床して妊娠に成功したこと
が超音波診断で判明したという｡
生まれるクローンヤギは成長ホルモンの分泌が足
りず､通常のヤギより成長が遅れ､小型になる見込
み｡これまで､組み込んだ遺伝子が働 くかどうかを
確認するのは難 しかったが､成長を抑える働きを操
作したことで､外見で結果が分かるという｡ (河北
新報 2000年7月13日)
ヒ トウイルスで動物が肥満に一米研究チーム
ネズミなど実験で確認
｢肥満も伝染する?｣｡ヒトのウイルスの一種が
ニワトリとハツカネズミに脂肪過多症を引き起こし
たことが､米ウィスコンシン大学の研究チームの実
験で分かったOヒト･アデノウイルスのAd36と呼ば
れる型で､人間のウイルスが動物を ｢肥満｣にする
と確認されたのは初めてだという｡
実験結果は ｢国際肥満学会ジャーナル｣の8月号
に論文として発表された｡Ad36を感染させたハツカ
ネズミなどは､感染させなかったグループやトリ･
アデノウイルスに感染させたグループと比較して､
2倍の過剰な体脂肪を蓄積したという｡
Ad36の感染グループで､エネルギーの均衡をつか
さどる脳神経が破壊されたり､食欲が異常に増進す
ることはなかった｡
どのようなメカニズムで脂肪過多が引き起こされ
るかは不明だが､実験結果から､Ad36が肥満と関係
する可能性があると結論付けた｡ (毎日新聞 2000
年7月30日)
白血病細胞殺す酵素一新遺伝子治療 を開発 :東
大医科研など
工業技術院産業技術融合領域研究所 (茨城県つく
ば市)と東京医科学研究所の共同グループ (グルー
プ長 ･東京大大学院工学系研究科教授)は､慢性骨
髄性白血病の遺伝子治療に新しい手法を開発し､マ
ウスの実験に成功した｡白血病細胞に特有の遺伝物
質を破壊し､細胞を死なせる仕組みで､ほかの白血
病やエイズ (後天性免疫不全症候群)など-の応用
も研究中だという｡ 3日発売の英科学誌 ｢ネイチャ
ー｣に掲載される｡
慢性骨髄性白血病は血液のがんの一種｡正常な白
血球の遺伝子のうち2種類が融合し､がん遺伝子に
変化している｡
46
研究グループは､がん遺伝子の作るRNA(リボ核
酸)を正常な遺伝子と見分けて切断し､白血球細胞
を殺す酵素を開発｡ ｢マキシザイム｣と名付けた｡
似た酵素は従来もあったが､正常な細胞も同時に殺
し､治療に使いにくかった｡同じ手法でエイズウイ
ルスのRNAを見分け､感染細胞を殺す酵素も設計で
きそうだという｡ (毎日新聞 2000年8月3日)
｢二重らせん｣くっきり-阪大グループがDNA
を画像化 :世界初
I)NA(デオキシリボ核酸)を構成する塩基分子を
鮮明な画像でとらえることに､大阪大産業科学研究
所の川合知二教授らのグループが世界で初めて成功
した｡特徴である二重らせん構造も写っている｡
DNAの構造は､模式図が教科書にも載っているが､
r目で見る｣ことはできなかった｡遺伝子解読にも
貢献が期待される｡
川合教授らは､真空中で水がすぐに蒸発すること
を応用｡ 真空の容器の中に､表面のでこぼこを1ナ
ノ (nm､ナノは10億分の1)以下に抑えた銅の基板
を入れ､表面にI)NAを含む水溶液を吹きつけて基板
にDNAだけを付着させる方法を開発｡付着したI)NAを
特殊な望遠鏡で画像化した｡
画像では二重らせんの一部がほどけた様子や､約
3ナノ間隔でDNAにくびれがあり､その中に5個ずつ
の塩基分子の粒が並ぶ様子などが分かる｡
(毎日新聞 2000年8月20日)
